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地質図（広域）
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中新世の堆積岩類

中新世の火山岩類

中新世（一部ジュ
ラ紀）の火山岩類

※産総研：シームレス地質図V2、背景は国土地理院の陰影起伏図を使用

10km

調査対象地

中新世の堆積岩類



地質図
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地形図（岡田地区）
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※等高線（1m）は国土地理院数値標高データ（DEM5C）を基に作成
DEM5C：地上画素寸法 40cm の数値空中写真を用いて写真測量で作成した標高

値から0.2秒（約5m）メッシュの中心点の標高値を内挿処理により
作成したデータ

※写真測量に用いた数値空中写真の撮影年は不明

崩壊地



空中写真
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空中写真
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東西方向に卓越する割れ目で破断

現地状況（岡田地区）

基礎情報

地質：新生代新第三紀中新世後期ランギアン期～トート
ニアン期（海成層 珪質泥岩）
新生代第四紀後期更新世前期（段丘堆積物）

斜面勾配：20～35°（崩壊前の地形は不明）
斜面形状：凹形（崩壊1）、凸型（崩壊2，3）
法指定 ：山腹崩壊危険地区（森林管理）

崩壊地諸元

崩壊１：崩壊斜面長約15m×崩壊幅約18m
崩壊２：崩壊斜面長約14m×崩壊幅約11m 
崩壊２：崩壊斜面長約 7m ×崩壊幅 約6m

※地質は産総研シームレス地質図より引用
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R5.5.10撮影

R5.5.10撮影
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崩壊2

崩壊3

①
②

④
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⑧

○数字：次頁写真撮影位置を示す

崩壊1



現地状況（岡田地区）
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①崩壊地全景 ②崩壊した岩（φ=1.6m）

③崩壊土砂の状況（崩壊面は風化により褐色） ④崩壊地頭部の亀裂



現地状況（岡田地区）
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⑤崩壊地頭部の根系（L＝1m程度） ⑥崩壊地上部の緩み

⑦切土斜面の亀裂 ⑧切土斜面全景（切土1：0.8、下部は盛土1：2）



崩壊1

崩壊2

崩壊3

現地状況（岡田地区）
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測線崩壊1（縦断図）

崩壊2（縦断図） 崩壊3（縦断図）

※UAV空撮写真から作成した3次元モデルを基に作成、破線は推定の崩壊前地形



地形図（飯塚地区）
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※等高線（1m）は国土地理院数値標高データ（DEM5C）を基に作成
※ DEM5C：地上画素寸法 40cm の数値空中写真を用いて写真測量で作成した標高

値から0.2秒（約5m）メッシュの中心点の標高値を内挿処理により
作成したデータ

※写真測量に用いた数値空中写真の撮影年は不明

崩壊地



現地状況（飯塚地区1）

基礎情報

地質：新生代新第三紀中新世後期ランギアン期～トート
ニアン期（海成層 珪質泥岩）
新生代第四紀後期更新世前期（段丘堆積物）

斜面勾配：51°（1：0.8）
斜面形状：平衡
法指定 ：山腹崩壊危険地区（森林管理）
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崩壊地諸元

崩壊(上部)：崩壊斜面長約 5m×崩壊幅約4m
崩壊(下部)：崩壊斜面長約11m×崩壊幅約16m

16m

11m

4m
5m

①

②

③

④

※地質は産総研シームレス地質図より引用

R5.5.11撮影

○数字：次頁写真撮影位置を示す R5.5.11撮影

崩壊(下部)

東西方向に卓越する割れ目で破断



現地状況（飯塚地区1）
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①崩壊地東側から撮影 ②上空から撮影

③斜面上部の崩壊（亀裂が発生し、押出されている） ④斜面中部の崩壊（2m程度オーバーハング）



現地状況（飯塚地区1）
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測線

縦断1

縦断2

※UAV空撮写真から作成した3次元モデルを基に作成、破線は推定の崩壊前地形

縦断1

縦断2

横断1

横断1



現地状況（飯塚地区1）

15※斜面方向鉛直面に対して作成したラスタデータから作成した奥行き方向の0.5mコンターを表示

崩壊規模
幅 ：約16m
高さ ：約 8ｍ
奥行き：約 2m

崩壊規模
幅 ：約 4m
高さ ：約 4m



要素名／順位 1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位 統計期間

日降水量 62.5 57 53 49 48 41 40 38 38 36 1976/03

(mm) (2014/3/30) (2014/3/13) (1999/3/15) (1983/3/13) (1986/3/23) (2009/3/14) (1996/3/15) (2015/3/19) (1989/3/4) (2013/3/13) 2023/03

日最大10分間降水量 3.5 3 3 2.5 2.5 2.5 2 2 2 2 2009/03

(mm) (2020/3/17) (2023/3/2) (2009/3/17) (2020/3/20) (2013/3/13) (2012/3/31) (2023/3/10) (2022/3/15) (2019/3/15) (2019/3/13) 2023/03

日最大1時間降水量 11 10 10 10 9 8 8 8 7.5 7 1976/03

(mm) (2013/3/13) (2009/3/17) (2007/3/30) (1977/3/27) (1979/3/30) (2014/3/30) (2007/3/22) (2002/3/15) (2020/3/17) (2023/3/10) 2023/03

月降水量の多い方から 259.5 185.5 183 178 178 173 169 169 158 158 1976/03

(mm) (2014/3) (2010/3) (1996/3) (2005/3) (2001/3) (2006/3) (2012/3) (1983/3) (2002/3) (2000/3) 2023/03

月降水量の少ない方から 58 66 67 68 73 75 78.5 80 81.5 88 1976/03

(mm) (2016/3) (1994/3) (1997/3) (1981/3) (2021/3) (1998/3) (2023/3) (2004/3) (2017/3) (2022/3) 2023/03

気象データ

気象庁・アメダス 珠洲観測所
3月降水量平年値：129.2mm（2023年： 78.5mm）
4月降水量平年値：106.6mm（2023年：127.0mm）
5月降水量平年値： 98.4mm（2023年：118.0mm）
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日雨量（アメダス珠洲）

3月：78.5mm 4月：127.0mm 5月：118.0mm

降水量 降雪の深さ合計 最深積雪

(mm) (cm) (cm)

統計期間 1991～2020 1991～2020 1991～2020

資料年数 30 30 30

1月 226 89 31

2月 140.6 67 28

3月 129.2 13 7

4月 106.6 0 0

5月 98.4 0 0

6月 141.7 0 0

7月 193.9 0 0

8月 165.7 0 0

9月 184.9 0 0

10月 152.7 0 0

11月 200.5 0 0

12月 279.2 35 13

年 2019.3 202 39

要素
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ISKH01(KiK-net)

ISK002(K-net)

地震データ
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震央と観測点の位置関係

× 震央

■ 調査地



地震データ
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地震データ
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ISK002(K-net) 加速度

速度

フーリエ
スペクトル
［振幅］

疑似速度
応答スペクトル

フーリエスペクトル振幅
： 0.3～1Hz＝1～3秒

周期のゆっくりした揺れが卓越

16～18秒： P波による上下動
19～25秒：比較的波長の長い振幅



地震データ
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加速度（ISK002(K-net)）



地震データ
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変位粒子軌跡

・変位軌跡：加速度を2回積分

・ NNW-SSE方向の変位が卓越する

南北/東西方向 上下/南北方向



地震データ ※地震調査研究推進本部
地震調査委員会資料より
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地震データ ※地震調査研究推進本部
地震調査委員会資料より
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地震データ ※金沢地方気象台HPより
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地震データ ※金沢地方気象台HPより
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被害概要 ※林野庁提供
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